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■保全型ビオトープの確実な水源確保について 

・南側斜面は残留緑地として現況保全されるため、湧水や浸みだしは渇水しないと考えているが、想定外の事象に備え、南側斜面か

らの湧水や浸みだしが渇水した場合には、調整池Ａや市民団体活動する水田利用後の水を導水し、少なくても「市民団体が活動す

る水田」「水生生物の保全池」「湿性植物の群生地」については確実に保全する計画とした。 

・なお、渇水した際に利用される水源となる暗渠排水については、現況生息地と同じ水である事から、水質は適切と考えられるが、

工事による影響で pHがアルカリに偏る事が懸念される事から、P4-16に示した通り、適正に処理した後、ビオトープに利用する。 

図 3-5-3-4  渇水時の保全型ビオトープイメージ図 
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■水生生物に配慮した保全型ビオトープの整備 

東京都 RDB2010年版における絶滅危惧Ⅱ類から、2020年版で絶滅危惧ⅠB類にランクアッ

プされ、希少性が高い種であり、改変区域に生息する水生生物については、全個体を保全型

ビオトープへ移動保全する計画となっている。 

しかし、保全型ビオトープが計画されている湿性地には、水生生物が好む流水や止水環境

が乏しく、適切な水系の整備が必要である事や、水生生物が好む多様な水環境の整備は、多

様な水生生物の保全にもつながると考えられ、希少性が高い事も含め、現況の生息環境を踏

まえた、保全型ビオトープ整備について整理した。 

 

 

 

 

 

【水生生物が好む水系】 

水生生物は、湧水等のある穏やかな流れを好み、春季に水田等で産卵し、その後水温

が上がらない止水等で過ごし、冬季は渇水の無い下流の深みや、湿性植生がある水路で

越冬する事が知られている。 

そのため、水生生物等に配慮した水系を整備するため、以下の項目に配慮した、水系

環境の整備を行う事とした。 

●自然水路（流水）の整備 

・通常の生活場所となる、穏やかな自然水路（流水）を整備する。 

・繁殖池や越冬池との移動ができる様に自然水路を接続させる。 

・素掘りを基本とし、必要に応じて木杭やソダ柵で止める。 

現況生育地の水深 5cm程度を参考に、河床は 10cm程度に掘り下げる。 

・湿地側は傾斜を緩くし、降雨時には湿地に水が回る様にする。 

●小水域・池（止水）の整備 

・産卵場所や、越冬場所となる、小水域や池（止水環境）を整備する。 

・夏季に水温の上昇が抑えられる様にタチヤナギ群落内での整備や、冬季も比較的水温が高

い止水になるよう、ヨシ群落内等に整備するなど、環境を変えて複数整備する。 

・素掘りを基本とし、隠れ場所となる水草が、ある程度水面を隠すように管理する。 

水温の急激な変化の防止や、渇水時にも水が確実に残る様に、池底を深く掘り下げる事と                

したが、子供を含めた協働管理者や水田利用者等の安全性も考慮し、50cm程度とした。 

（なお、神奈川県横浜市において、最大水深 50cmの池を造成し、水生生物の保全を図ってい

る事例もある。https://www.nacsj.or.jp/pn/houkoku/h11/h11-pdf/h11-no14.pdf） 
＊事業区域外水系との生態的連続性について 

事業区域内の水生生物の孤立を防止するため、事業区域外の水系との連続性保全の必要性につ
いて検討したが、現況においても、事業区域に直接つながる水路は三面護岸で、その後暗渠とな
り、生態的な連続性は確認されなかった。 
そのため、事業区域内の水生生物は、現況でも独立した状態であるため、移動先である保全型

ビオトープの水系も、事業区域外の水系との生態的連続性への配慮は行わない事とした。 

 

  

繁殖及び越冬池 

・素掘りの池（止水環境）とし、50cm
程度の水深とする。 

・ヨシ群落内に整備し、日照はある
程度強いが、産卵時期の春季は水
温の上昇は穏やか。 

・冬季も日照があり、過度な水温の
低下はない。 

稚魚の成育池 

・素掘りの池（止水環境）と
し、50cm程度の水深とする。 

・タチヤナギ群落内に整備
し、日照が抑えられ、過度な
水温の上昇はない。 

・水草やタチヤナギに覆わ
れ、鳥類等からの捕食を受
けにくい。 

自然水路 

・素掘りの水路（穏やかな流水環
境）とし、現況の生育地の水深
を参考に、ビオトープ内の水み
ちを 10cm 程度掘り下げ水路と
して整備する。 

・蛇行させ、小規模ではあるが、
瀬や淵を作る。 

・止水環境を接続し、時期毎に水
生生物が好む水環境に移動で
きるよう配置する。 

・山側や蛇行の外側には、木杭や
木柵等を設け、斜面の崩落防止
や、洗掘防止に努める。 

水生生物に配慮した 
保全型ビオトープの水系整備イメージ 
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稚魚の成育池（水深 50cm程度） 
タチヤナギ群落内に整備するため、日陰となり、

夏季における過度な水温の上昇が抑制される。 

自然水路 
（水深 10cm 程度） 

 

B B’ 

C 

水生生物に配慮した保全型ビオトープの水系整備断面イメージ 

～現況の生息環境～ 
自然環境調査において水生生物が確認されている地点は、事業区域内保全型ビオ

トープ上流の沢と、事業区域外創出型ビオトープ下流の 2 箇所であり、保全型ビオ
トープ上流の沢の水深は年間平均 3.8cm（最大 7.0cm）、創出型ビオトープの下流で
は年間平均 5.5cm（最大 30.0cm）であった。 

C’ 

【水生生物の保全池の水質について】 

・水質：現況の生息地の水温や pH等の水質と、保全池の水源となる湧水等の水について、現

地調査の結果から同程度である事が確認されている。 

・餌環境：水生生物の主要な餌がユスリカの幼虫であることが知られており、現況生息地にお

いてもユスリカが生息しており、保全池は現況生息地に近いため、整備後 1カ月程度で餌環

境は確保されると考えられる。 

＊水生生物の移動保全に際しては、保全池の水質や餌環境等を確認した後に実施する。 

 

 

 

 




















